
議
員

「
ろ
う
け
ん
」
の
現
状

と
、
待
機
者
へ
の
対
応
は
。
ま

た
、
民
間
参
入
へ
の
支
援
は
考

え
て
い
る
の
か
。

医
療
保
健
セ
ン
タ
ー
事
務
長

介
護
保
険
の
理
念
で
あ
り
ま
す

在
宅
を
中
心
に
お
き
、
運
営
を

行
っ
て
い
ま
す
。
超
高
齢
化
社

会
と
い
う
社
会
情
勢
に
よ
り
、

介
護
の
重
度
化
（
特
に
痴
呆
）、

家
族
の
精
神
的
・
肉
体
的
負
担

感
、
一
人
暮
ら
し
、
高
齢
者
世

帯
、
住
環
境
問
題
等
か
ら
、
施

設
の
利
用
希
望
者
が
増
加
し
て

い
る
の
が
現
状
で
す
。

入
所
待
機
者
は
74
名
で
、
今

後
の
見
通
し
と
し
て
は
、
こ
の

４
月
の
介
護
保
険
報
酬
の
見
直

し
に
よ
り
、
一
層
の
利
用
者
増

加
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
ま
ま
で
は
飽
和
状
態
に
な
り
、

動
き
が
と
れ
な
く
な
り
ま
す
が
、

老
健
本
来
の
使
命
で
あ
る
「
在

宅
支
援
」
を
見
失
う
こ
と
な
く
、

適
正
な
施
設
運
営
を
目
指
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

民
間
施
設
が
進
出
さ
れ
る
こ

と
は
願
っ
て
お
り
、
支
援
に
つ

い
て
何
が
で
き
る
か
、
研
究
し

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

道
路
行
政
に
つ
い
て

議
員

街
路
整
備
に
当
た
り
、

市
の
木
と
し
て
制
定
さ
れ
て
い

る
「
モ
ク
セ
イ
」
を
街
路
に
植

樹
し
て
は
ど
う

か
。

都
市
整
備
部
長

現
在
、
整
備

中
の
旭
町
沖
内

線
の
街
路
樹
に

つ
き
ま
し
て
は

既
存
樹
木
が
あ

り
、
住
民
の
ご

意
見
を
お
聞
き

し
て
「
ケ
ヤ
キ
」

に
決
定
し
た
と

こ
ろ
で
す
。

し
か
し
「
モ
ク
セ
イ
」
は
、

市
の
木
と
し
て
制
定
さ
れ
て
い

る
の
で
、
適
所
に
植
樹
を
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
ア
ピ
ー
ル
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

議
員

旭
町
沖
内
線
や
県
道
朝

霞
蕨
線
な
ど
の
道
路
名
称
で
は

な
く
、
市
民
に
親
し
み
や
す
い

愛
称
を
考
え
ら
れ
な
い
か
。

都
市
整
備
部
長

市
内
の
道
路

の
愛
称
に
つ
い
て
は
「
戸
田
市

道
路
愛
称
要
項
」
に
基
づ
い
て
、

市
民
に
呼
び
や
す
く
親
し
ま
れ

る
愛
称
を
付
け
、
利
便
性
や
道

路
に
対
す
る
愛
着
が
持
て
る
よ

う
、
県
道
・
市
道
と
も
に
愛
称

を
付
け
て
い
ま
す
。
要
望
が
あ

れ
ば
、
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

議
員

「
第
三
次
戸
田
市
男
女

共
同
参
画
計
画
」を
策
定
し
、
８

年
と
い
う
中
期
計
画
の
も
と
、

具
体
的
な
取
り
組
み
を
行
っ
て

い
る
が
、
そ
の
具
体
的
取
り
組

み
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

総
務
部
次
長

市
民
が
主
役
の

考
え
方
の
も
と
、
全
庁
的
な
関

連
事
業
の
洗
い
出
し
を
行
い
、

関
連
事
業
一
覧
表
や
集
計
結
果

を
分
析
し
、
そ
れ
を
反
映
さ
せ

る
こ
と
に
よ
り
、
さ
ら
に
施
策
・

事
業
の
拡
充
を
図
っ
て
い
く
こ

と
を
毎
年
実
施
し
て
ま
い
り
ま

す
。

議
員

ジ
ェ
ン
ダ
ー
を
見
直
す

こ
と
は
必
要
だ
が
、
一
切
認
め

な
い
こ
と
は
危
険
で
あ
り
、
ジ

ェ
ン
ダ
ー
に
つ
い
て
男
女
間
の

新
た
な
共
通
認
識
を
持
つ
こ
と

が
大
切
と
考
え
る
。

し
か
し
肝
要
な
教
育
の
現
場

で
は
、
県
立
高
校
の
一
律
共
学

化
問
題
等
、
と
に
か
く
男
女
い

っ
し
ょ
で
あ
れ
ば
よ
い
、
と
い

う
考
え
が
広
が
っ
て
い
る
よ
う

に
思
う
が
、
市
の
教
育
に
お
け

る
現
在
の
取
り
組
み
と
、
今
後

の
方
針
は
ど
う
か
。

総
務
部
次
長

教
育
に
当
た
る

者
を
初
め
、
子
供
と
接
す
る
親

や
大
人
の
理
解
を
深
め
な
が

ら
、
子
供
の
発
達
段
階
に
見
合

っ
た
教
育
に
取

り
組
む
こ
と
が

必
要
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

議
員

活
動
拠

点
の
整
備
に
つ

い
て
、
戸
田
市

男
女
共
同
参
画

推
進
会
議
の
答

申
を
受
け
、
勤

労
女
性
セ
ン
タ

ー
の
見
直
し
、

及
び
施
設
等
の

整
備
に
関
す
る

答
申
が
出
さ

れ
、
来
年
度
の
予
算
計
上
が
行

わ
れ
た
。

男
女
共
同
参
画
社
会
が
形
成

さ
れ
る
過
程
で
は
、
男
性
に
も

女
性
と
同
じ
く
ら
い
悩
み
が
存

在
す
る
と
考
え
る
の
で
、
両
性

に
目
を
向
け
た
、
男
女
共
同
参

画
社
会
の
共
通
認
識
醸
成
の
場

と
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え

る
が
、
答
申
の
内
容
と
今
後
の

市
の
方
針
は
ど
う
か
。

総
務
部
次
長

セ
ン
タ
ー
を
事

業
展
開
の
拠
点
と
位
置
づ
け
、

情
報
、
相
談
、
学
習
・
研
修
、

自
主
活
動
支
援
、
交
流
促
進
等

の
機
能
を
持
た
せ
、
年
齢
や
性

別
に
と
ら
わ
れ
ず
に
利
用
で
き

る
施
設
と
し
て
い
き
ま
す
。

議
員

教
育
行
政
に
お
い
て
、

学
校
、
家
庭
、
地
域
社
会
に
様
々

な
問
題
が
山
積
し
、
そ
れ
ら
に

対
処
す
べ
き
教
育
行
政
の
重
要

性
が
問
わ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
中
、
学
校
教
育

に
お
い
て
、
発
達
段
階
に
応
じ
、

基
礎
・
基
本
の
定
着
を
図
り
、

自
然
や
人
間
、
文
化
、
社
会
と

関
わ
り
を
深
め
る
中
で
、
豊
か

な
情
緒
や
感
性
、
物
事
に
挑
戦

し
て
い
こ
う
と
い
う
、
積
極
的

な
態
度
な
ど
の
育
成
が
必
要
で

あ
る
と
考
え
る
。

そ
こ
で
、
現
在
ま
で
の
教
育

委
員
会
の
業
績
と
評
価
を
ど
の

よ
う
に
考
え
る
か
。
ま
た
、
今

後
の
取
り
組
み
と
課
題
は
何
か
。

教
育
長

現
在
ま
で
の
業
績
の

評
価
に
つ
い
て
は
、
就
任
１
ヵ

月
な
の
で
、
評
価
す
べ
き
で
な

い
と
考
え
ま
す
。

し
か
し
、
戸
田
市
の
教
育
行

政
を
推
進
す
る
任
務
を
与
え
ら

れ
た
立
場
と
し
て
、
現
状
を
把

握
・
分
析
し
、
課
題
を
明
確
に

し
な
が
ら
、
今
後
の
方
向
づ
け

を
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と

考
え
ま
す
。

今
後
の
教
育
行
政
に
つ
い
て

は
、
ま
す
ま
す
増
大
す
る
時
代

の
ニ
ー
ズ
や
市
民
の
期
待
に
応

え
る
た
め
、
教
育
委

員
会
の
方
針
や
施

策
、
事
業
等
の
情
報

を
発
信
す
る
と
と
も

に
、
広
く
多
く
の
意

見
、
提
言
を
求
め
な

が
ら
「
開
か
れ
た
教

育
行
政
」を
推
進
し
、

戸
田
市
の
教
育
水
準

の
向
上
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

教
育
行
政
の
課
題

に
つ
い
て
は
、
第
三

次
総
合
振
興
計
画
に

基
づ
き
、「
個
性
を

み
が
く
人
づ
く
り
と

文
化
環
境
を
創
る
」

教
育
の
実
現
を
目
指
し
、
新
た

に
「
確
か
な
学
力
の
向
上
」
を

加
え
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
学
校
週
五
日
制
や

新
学
習
指
導
要
領
の
全
面
実
施

に
伴
う
、
学
力
低
下
へ
の
不
安

等
に
応
え
る
た
め
で
す
。

保
護
者
や
市
民
の
願
い
、
期

待
は
学
力
向
上
で
あ
り
、
一
番

の
課
題
と
考
え
ま
す
。

そ
の
解
決
は
た
や
す
い
こ
と

だ
と
は
思
い
ま
せ
ん
が
、「
人
、

物
、
お
金
」
を
「
い
つ
ど
の
よ

う
に
投
入
す
る
か
」
検
討
を
し
、

総
合
的
に
教
育
水
準
の
向
上
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

議
員

本
市
は
、
若
い
共
働
き

の
世
帯
が
多
く
、
保
育
園
に
子

供
を
預
け
る
家
庭
が
多
い
中
、

待
機
児
童
の
対
応
策
は
。

福
祉
部
長

平
成
15
年
度
の
保

育
所
の
待
機
児
童
は
、
23
人
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。
２
月
に
新

た
に
家
庭
保
育
室
１
カ
所
を
指

定
し
ま
し
た
の
で
、
こ
ち
ら
の

利
用
も
考
慮
し
て
い
た
だ
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

な
お
、
平
成
16
年
４
月
開
園

を
目
指
し
、
戸
田
公
園
駅
前
及

び
戸
田
駅
前
そ
れ
ぞ
れ
１
カ
所

の
民
設
・
民
営
に
よ
る
誘
致
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

「
ろ
う
け
ん
」「
福
祉
の
杜
」

の
待
機
者
に
対
す
る
対
応
は

議
員

少
子
高
齢
化
が
進
む
中
、

施
設
サ
ー
ビ
ス
の
重
要
な
課
題

で
あ
る
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
へ
の
入
所
希
望
者
が
急
増
し

て
お
り
、
第
２
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
な
ど
の
整
備
が
急
が
れ

る
中
、「
ろ
う
け
ん
」
及
び
「
福

祉
の
杜
」
の
待
機
者
数
は
。
ま

た
、
今
後
の
対
応
策
は
。

医
療
保
健
セ
ン
タ
ー
事
務
長

現
在
「
ろ
う
け
ん
」
の
待
機
者

数
は
74
名
で
あ
り
、
介
護
度
の

高
い
方
に
つ
き
ま
し
て
は
、
申

し
込
み
順
位
に
か
か

わ
ら
ず
、
今
後
と
も

優
先
的
に
入
所
決
定

し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

福
祉
部
長

「
福
祉

の
杜
」
の
待
機
者
数

は
３
８
３
名
で
あ
り
、

長
期
間
の
待
機
を
な

く
す
た
め
に
も
、
平

成
17
年
開
所
予
定
の

第
２
特
養
や
、
居
宅

サ
ー
ビ
ス
を
図
る
一

方
、
第
３
特
養
の
検

討
も
視
野
に
入
れ
、
考
え
て
お

り
ま
す
。

ア
タ
マ
ジ
ラ
ミ
が
発
生
し

て
い
る
と
聞
い
て
い
る
が

議
員

本
市
の
小
・
中
学
校
で

昨
今
、
ア
タ
マ
ジ
ラ
ミ
が
発
生

し
て
い
る
と
聞
い
て
い
る
が
、

教
育
の
立
場
か
ら
、
ど
の
よ
う

な
指
導
対
策
を
さ
れ
る
の
か
。

教
育
部
長

本
年
度
の
発
生
状

況
は
、
延
べ
14
名
で
し
た
。
か

ゆ
み
な
ど
に
よ
る
学
習
能
力
の

低
下
を
も
た
ら
す
た
め
、
薬
剤

師
等
の
助
言
を
受
け
、
予
防
・

駆
除
方
法
を
文
書
で
知
ら
せ
て

お
り
ま
す
。
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寝たきりゼロ� �

寝た�

「ろうけん」�

男女共同参画社会� 教育行政�

　　　　回収増�
　　　　　　　　持ち去り対策�

「大地の森」�

　　　　　　　家賃助成�

通学区の選択制�
　　　　　新曽川口線の整備�

新曽中央地区� 平和的解決�

雇用・失業問題� �
待機者�

待機児童�

石井　民雄　議員�

「ろうけん」の現状と�
　　　　　　　　　　への対応は�

寝たきりゼロ�

寝た�

「ろうけん」�

男女共同参画社会� 教育行政�

　　　　回収増�
　　　　　　　　持ち去り対策�

�
　　「大地の森」�

　　　　　　　家賃助成�

通学区の選択制�
　　　　　新曽川口線の整備�

新曽中央地区� 平和的解決�

雇用・失業問題� �
待機者�

待機児童�

「ろうけん」��
待機者�

寝たきりゼロ� �

寝た�

「ろうけん」�

男女共同参画社会�� 教育行政�

　　　　回収増�
　　　　　　　　持ち去り対策�

「大地の森」�

　　　　　　　家賃助成�

通学区の選択制�
　　　　　新曽川口線の整備�

新曽中央地区� 平和的解決�

雇用・失業問題� �
待機者�

待機児童�

遠藤　英樹　議員�

　　　　　　　　実現に�
　　　　　　　向けた取り組みは�

寝たきりゼロ�

寝た�

「ろうけん」�

男女共同参画社会�� 教育行政�

　　　　回収増�
　　　　　　　　持ち去り対策�

�
　　「大地の森」�

　　　　　　　家賃助成�

通学区の選択制�
　　　　　新曽川口線の整備�

新曽中央地区� 平和的解決�

雇用・失業問題� �
待機者�

待機児童�

男女共同参画社会�

寝たきりゼロ� �

寝た�

「ろうけん」�

男女共同参画社会� 教育行政�

　　　　回収増�
　　　　　　　　持ち去り対策�

「大地の森」�

　　　　　　　家賃助成�

通学区の選択制�
　　　　　新曽川口線の整備�

新曽中央地区� 平和的解決�

雇用・失業問題� �
待機者�

待機児童�

秋元　伸之　議員�

　　　　の評価と取り組みは�

寝たきりゼロ�

寝た�

「ろうけん」�

男女共同参画社会� 教育行政�

　　　　回収増�
　　　　　　　　持ち去り対策�

�
　　「大地の森」�

　　　　　　　家賃助成�

通学区の選択制�
　　　　　新曽川口線の整備�

新曽中央地区� 平和的解決�

雇用・失業問題� �
待機者�

待機児童�

教育行政�

寝たきりゼロ� �

寝た�

「ろうけん」�

男女共同参画社会� 教育行政�

　　　　回収増�
　　　　　　　　持ち去り対策�

「大地の森」�

　　　　　　　家賃助成�

通学区の選択制�
　　　　　新曽川口線の整備�

新曽中央地区� 平和的解決�

雇用・失業問題� �
待機者�

待機児童�

熊木　照明　議員�

保育園の　　　　の対応策は�

寝たきりゼロ�

寝た�

「ろうけん」�

男女共同参画社会� 教育行政�

　　　　回収増�
　　　　　　　　持ち去り対策�

�
　　「大地の森」�

　　　　　　　家賃助成�

通学区の選択制�
　　　　　新曽川口線の整備�

新曽中央地区� 平和的解決�

雇用・失業問題� �
待機者�

待機児童�待機児童�

▲見事な包丁さばきですね

▲確かな学力の向上を

▲鬼さんといっしょにはいポーズ

▲利用希望者が増加しています


